
令和７年 第１回五ヶ瀬町議会定例会 一般質問 

 

期日 ：令和７年３月４日（火）午前 10時 ～ 

場所 ：議 場 

 

通告 

番号 
議員名 ・質問事項（執行部答弁書 要/不要） 

1 太田 保義 ・五ヶ瀬町行政組織の働き方改革について（要） 

２ 甲斐 義則 
・農畜産業支援について（要） 

・水道施設整備について（要） 

3 甲斐 政國 
・廃屋解体撤去に伴う補助金の創設について（要） 

・第３セクターの経営移譲について（要） 

４ 田中 春男 
・地域活性化拠点エリア整備構想について（要） 

・林産物販売施設改修実施計画について（要） 

５ 渡邊 孝 
・九州中央自動車道の早期整備と事業の促進について（要） 

・野良猫対策について（要） 

６ 小笠原 将太郎 

・五ヶ瀬ハイランドスキー場の経営について（要） 

・燃料等給油助成券配布について（要） 

・住宅建設について（要） 

・ヒートショック予防の注意喚起について（要） 

 



一 般 質 問 

順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

１ 太田 保義 

（議席番号：６） 

１  五ヶ瀬町

行政組織の

働き方改革

について 

 

 

 

 

 

 

１ 五ヶ瀬町行政組織にワークシェアリング

方式を採用すれば、業務を複数人で分担する

ことになり、一人当たりの労働時間を削減す

るとともに、新たな雇用を生み出すことにも

なると考える。次の点について伺う。 

 

（１）保育士、給食調理員の職場に採用す 

ることも一案と考えるが意向を伺う。 

 （２）上記職場における令和５年度の有給

休暇の取得状況を伺う。 

 （３）県内保育施設の中には、保育士の配

置基準は満たしているものの、職員に

はもっと休みを取らせたいとの考えも

あると聞く。 

    こうした考えについて意向を伺う。 

 

２ 総務省の統計では、正規・非正規を合わせ

た地方公務員の約２割を会計年度任用職員

が占める現状があり、この状況を変える必要

があると考えるが、次の点について伺う。 

 

（１）五ヶ瀬町の現在の会計年度任用職員

数を伺う。 

 （２）単年度契約で、手当、昇給の違いに

より正規職員との賃金格差がある現状

に対する考えを伺う。 

 （３）五ヶ瀬町の今後の方針を伺う。 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一 般 質 問 

順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

２ 甲斐 義則 

（議席番号：３） 

１  農畜産業

支援につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  水道施設

整備につい

て 

１ 令和６年４月～１２月までの本町におけ

る子牛価格の総額は、１億２，３４９万円で

前年度が１億３，６９１万円であり、対比９

０％であった。依然として、子牛価格の低迷

が続いている状況である。母牛安定確保対策

事業補助金の継続並びに増額はあるのか伺

う。 

２ 夏秋野菜作物について、園芸農業支援事業

補助金、農作物集荷運搬費補助金など施設や

運搬に関する支援はあるが、夏秋野菜作物に

対する直接的な支援が無いと思うが支援の

考えはないか伺う。 

 

１ 令和４年から五ヶ瀬町新水道ビジョンを

基に整備が進められているが、簡易水道事業

の一元化に係る統合整備事業と水道未普及

地域解消事業の２事業について伺う。 

 （１）現在までの進捗状況 

 （２）事業費が多額になると思われる坂本

地区の今後の計画について 

 （３）同じく事業費が多額になると思われ

る赤谷地区の今後の計画について 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 町長 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一 般 質 問 

順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

３ 甲斐 政國 

（議席番号：８） 

１ 廃屋解体撤

去に伴う補助

金の創設につ

いて 

 

 

 

 

 

 

２ 第３セクタ

ーの経営移譲

について 

 

 

 

 町内には、空き家となって数十年が経過し、

再利用が出来ない廃屋と化した空き家が見受

けられる。それらは、生活環境や自然景観だけ

でなく交通事情にも影響し、町民の安心・安全

な暮らしに不安を与えている。そのような廃屋

の解体撤去に対し補助金を創設し、対策を講じ

るべきだと思うが考えを伺いたい。また、国土

交通省の「空き家対策基本事業」を活用する考

えはないか伺いたい。 

 

 本町には、五ヶ瀬ワイナリーと五ヶ瀬ハイラ

ンドの２つの第３セクターの会社がある。いず

れも経営は厳しく債務超過の状態となってお

り、加えて２０年以上が経過し老朽化も進み、

施設整備に一般会計からの繰出も年々増加傾

向にある。 

 このような実情に鑑み、経営を移譲し町の財

政安定を図る考えはないのか伺いたい。 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一 般 質 問 

順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

４ 田中 春男 

（議席番号：５） 

１ 地域活性化

拠点エリア整

備構想につい

て 

 

２ 林産物販売

施設改修実施

計画について 

（１）令和３年度から地域活性化拠点エリア整

備構想検討委員会が設置され検討をされ

ているが、現在までの進捗状況を伺う。 

（２）今後の具体的な方向性を伺う。 

 

（１）令和６年度当初予算において、林産物等

販売施設改修実施計画策定事業委託料と

して予算が計上されていたが、現在までの

進捗状況を伺う。 

（２）今後の改修計画について伺う。 

 

町長 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一 般 質 問 

順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

５ 渡邊 孝 

（議席番号：７） 

１  九州中央

自動車道の

早期整備と

事業の促進

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  野良猫対

策について 

 九州中央自動車道は、熊本と延岡市を東西で 

結び、本町を通る地域経済の活性化や観光の振 

興に大変重要な自動車専用道路であります。 

 また、近い将来に発生が危惧されている「南 

海トラフ地震」等の大規模災害時には、住民の 

命を守る「命の道」として重要な役割が期待さ 

れるほか、標高が高く九州でも有数の積雪地域 

である本町においては、冬場に車両事故や通行 

不能箇所、全面通行止めが度々発生することか 

ら、一日も早い整備が喫緊の課題と考えられま 

す。 

 そこで、九州中央自動車道の早期整備と事業 

の促進、開通を見据えた本町の施策が重要と考 

えます。今後町として何ができるのか、どう取 

り組んでいく考えか次の内容について伺います。 

（簡潔に） 

 

（１）土捨て場の確保とその後の活用について 

（２）道路整備予算確保に向けた活動について 

    ・他の九州中央道期成会との連携 

（３）観光振興と人口減少対策、そしてまちづく 

  りを含む早期整備促進のための取り組みに 

ついて 

（４）生産性向上を目指す企業進出の促進と誘致 

  について 

   ・世界最大手半導体企業（TSMC）の認識 

 

 本町の野良猫対策については、行政主導により 

２年ほど前から実施されています。今後も力を 

緩めることなく継続して活動をすることが生活 

環境の維持と動物愛護の点からも大変重要であ 

ると考えます。そこで次の内容について伺いま 

す。 

（１）2年間の活動内容と実績について 

（２）令和７年度の活動内容について 

（３）活動の効果と課題について  

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 



一 般 質 問 

順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

６ 小笠原 将太郎 

（議席番号：４） 

１ 五ヶ瀬ハ

イランドス

キー場の経

営について 

 

 

２ 燃料等給

油助成券配

布について 

 

 

 

３ 住宅建設

について 

 

 

 

 

４ ヒートシ

ョック予防

の注意喚起

について 

 五ヶ瀬ハイランドスキー場の経営に対する次 

の３点について、町長の考えを伺いたい。 

（１）現時点での経営収支状況 

（２）今後の経営方針 

（３）宣伝広告費の費用対効果 

 

 冬期の気温が非常に低い五ヶ瀬町では、燃料 

等が不可欠である。 

 町民に対して生活支援を行うため、並びに町 

民の健康を守るためにも、各世帯に給油等助成 

券を発行する考えはないか伺いたい。 

 

 赤谷地区に住宅の建設計画があるとお聞き 

したが、次の２点について伺いたい。 

（１）目的と長期的な計画 

（２）町民の意見を取り入れて将来の町の発展 

  につながる住宅計画はあるのか。 

 

以前の一般質問でもお伺いしたが、本町は冬 

場の冷え込みが厳しく、高齢者も多いことか

ら、ヒートショックを予防するための注意喚起

が重要だと考える。 

今期も防災無線によるヒ－トショック予防 

の注意喚起放送が行われているが、次の点につ

いて伺いたい。 

（１）実施回数及び実施日時 

 

町長 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

町長 

 

 


